
 
★日 時：２ 月 16日（土）10：00～13：00（開場 9：30） 

★場 所：酒田市地域福祉センター（新橋 2-1-19 ☎23-5765） 

★内 容：１部 ＰＲタイム 

ボランティア・市民活動グループのみなさんの活動紹介タイムです 

２部 交流タイム 
飲み物（お茶・ジュースなど）と軽食をとりながら 楽しく交流しま
しょう ※アルコール類なし！学生もお気軽にご参加ください♪ 

★対 象：ボランティア・市民活動をしている方、興味がある方 

★参加費：１人 700円 

★定 員：定員 60人 ※要申込 

★申込み：2月 7日（木）まで 

     ボランティア・公益活動センターへ（☎43-8165） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●発行：酒田市ボランティア・公益活動センター 酒田市中町三丁目 4-5（交流ひろば内） 

TEL:43-8165（平日 8：30～17：15）  FAX:26-5617 E-mail：volunteer@sakata-shakyo.or.jp 

＊酒田市ボランティア・公益活動センターは酒田市より酒田市社会福祉協議会が運営を受託しています。 

 

 No.65 
H31.1・2 

毎年大好評のボランティア・市民活動グループの交流会を今年も開催します！ 

ボランティアをしている してみたい  興味がある  というみなさま、 

今回の出会いで、いつか何かが生まれるかもしれません♪ ぜひご参加ください！！ 

2019 年も 
よろしく 

お願いします！ 

  

   

折り込みの申込
用紙をご利用く
ださい。 
 

毎年大好評のボランティア・市民活動グループの交流会を今年も開催します！ 

ボランティアをしている してみたい  興味がある  というみなさま、 

今回の出会いで、いつか何かが生まれるかもしれません♪ ぜひご参加ください！！ 

酒田市ボランティア・公益活動センター登録団体のＰＲのため、「ボラ

ンティア・公益活動団体の紹介 簡易版」を発行しました！活動概要や

連絡先などの情報が一覧でご覧いただけます。交流ひろば、市まちづく

り推進課、地域福祉センターなどに配置しています。ぜひお手にとって

ご覧ください。 

★詳しい団体情報は、当センターホームページにてご確認ください。 

 



  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年 

 １１月 
 No.27 

はたはた 

 

①所属   ②ふだん行っている活動 

③活動で大切にしていること   

④2018 年印象に残ったこと 

⑤2019 年に取り組みたいこと   

⑥このおたよりを読んでいるみなさんへ一言 

※団体の連絡先についてはボラセンに問合せください♪ 

ボランティア・市民活動に一生懸命取り

組んでいらっしゃる方たちに、新年の抱負

などを語っていただきました♪ 

本多 元子（ほんだ もとこ） 

平成２６年 

 ９月 
 No.25 

若村 光司 
（わかむら こうじ） 
 
（ふりがな） 

 

③ できる・できないではなく、やるか・やらな

いかの判断。 

④ 8年ぶりに清水屋前に立て山鉾を建設し、巡

行したことです。 

⑤ まちづくり事業を通して、メンバーがさらに

パワーアップする事業を行います。 

⑥ 我々の子どもの世代の酒田市はどうなって

いるでしょう？ 

まちが無くなって後悔しても遅いので、皆様

でさまざまな分野で行動していきましょう。 

後藤 千花 
（ごとう ちか） 

 

① チーム moreE 代表 

他メンバー（副代表 金子要、本間惇平、池田知美、

遠藤未来、橋本雄貴、竹屋翼、川上健太、佐藤真梨、

難波万琴） 

② メインは災害復興 

モアイグッズの代理販売(南三陸町ののぞみ福祉

作業所で作られている商品) 

③ 地域住民との交流、元気、あいさつ、笑顔 

④ 1、2 年生の新しいメンバーで、南三陸へ行った

こと。 

⑤ 南三陸のモアイグッズ制作元や、戸沢村社協等と

話し合い、新しく自分たちにできることを探す。 

⑥ 2018年は、地域の行事に多く参加させていただ

きました。参加してみての感想や、活動の報告を

Facebookに掲載しているのでぜひご覧ください 

 

① 公益社団法人酒田青年会

議所 第 53代理事長 

② 継続事業として酒田まつ

りや立て山鉾製作事業や

青少年育成事業。 

① 春風の会 

② 不登校やひきこもりの子どもを抱える家族の会・ひきこもり相談会・ひきこも

りについて考える出前講座 

③ 当事者と一緒に、住みよい地域を作っていこうという態度 

 

③ 大切にしていること 

 

 

④ 出前講座をはじめたこと。ひきこもりに対する誤解や偏見をなくしたいと、あちこちに出かけたこと。 

⑤ 春風の会の活動をより多くの方に知ってもらい、ひきこもりの当事者や家族の方とつながりたい。 

⑥ ひきこもりについて考える出前講座のテーマは「希望のひきこもり」です。ひきこもりには大きな 

希望があります。一緒に、人と人とがあたたかく繋がる地域を作ってゆきましょう。 

 

モアイ 



 
 
学校教育、社会教育、文化の振興に関する生涯学習に資するための活動を支援します。  

★助成の対象となる活動 

（1）学校における教育的な活動 （2）地域住民と一体となった社会教育的な活動 

（3）県内に伝わる文化的な活動 

※宗教的、政治的宣伝意図を有するもの及び営利を目的とするものは除きます。 

★助成金額：1件あたり10～40万円（所要額が限度） 

★募集締め切り：平成31年2月22日（金） 

＊詳細は公益信託荘内銀行ふるさと創造基金ホームページをご覧ください。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●助成金で実施した事業内容 

当法人は、30 年位前に作られた布絵や人形を再活用し活動を行っている「そんとき一座」にも

参加を呼び掛け、子育て支援、高齢者支援、社会啓発を目的に、平成 27年 8 月設立しました。 

「そんとき一座」の皆さんが作品作り・公演方法等の研修・練習を積み重ね、お蔭さまで地区内

外から年々公演依頼が多くなった半面、残念ながら音響装置がなくお断りすることもありました。 

そこで、音響装置を購入したいと思い、昨年度開催された「助成金活用術講座」に参加。その際、

音響機器も助成対象となる助成金があるとお聞きし申請しました。  

●助成金獲得のポイント 

公演依頼があっても、音響機器設備の有無でお断りしたり、借

用した機器の不具合により公演を中断せざるを得なかったりな

ど、音響機器の必要性を申請書に記載することで、助成金の必要

性を明確にしました。  

●助成金を獲得した成果 

「そんとき一座」の皆さんには、仕事の合間に公演のご協力をお願いしているため、人員の確保

が課題でしたが、ワイヤレスマイクを購入したことにより、少人数でも公演出来るようになりまし

た。また、行動範囲が広くなったおかげで、今まで以上に会場の皆さんとの交流もスムーズになり、

活動の幅が広がりました。  

●これから助成金にチャレンジする団体へ一言 

12 月 6 日（木）に開催された「県内助成金の紹介」では、6 団体の助成金紹介後、個別相談会

があり丁寧に相談に応じてくれました。 

すぐには助成金申請の予定がなくても、それぞれの助成金の内容を聴いておくこと。また、助成

団体の担当者の皆さんとコミュニケーションをとっておくことも、助成金獲得には大切なことでは

ないでしょうか。 

申請書の記入例を手本にすること。また、日頃の活動状況を写真、動画にして保存しておくこと、

図表やグラフを使って判り易い資料を添付することも大切だと思います。 

助成金にチャレンジすることは組織の活性化にもつながります。 

 

 

「活動資金がほしい！」、「どんな補助金や助成金があるの」、「申請

の仕方は」など補助金や助成金を申請したい方、自分たちの団体の活

動や状況にマッチした助成金を探している方のために、「公益信託 荘

内銀行ふるさと創造基金」の助成金を活用した事例を紹介します。 

公益信託 荘内銀行ふるさと創造基金 助成申請募集中!! 
 

～ NPO 法人きらりまめ・豆ネット 茂木 敏彌 氏 より事例報告 ～ 



市役所・市役所支所・交流ひろば・文化センター・産業

会館・親子スポーツ会館・武道館・東北公益文科大学・

酒田看護専門学校・産業技術短大庄内校・ファミリーマ

ート本間美術館前店・ローソン酒田北新橋店・みずほ八

文字屋・ドトールコーヒーショップエッソ酒田店・モス

バーガー酒田南店・庄内障害者就業・生活支援センタ

ー・にこっと広場・ヤマト運輸八幡センター・ヤマト運

輸京田センター・山茶花・仏壇のさとう・フルーツデリ

にしむら・カフェ＆ジェラートモアレ・ギャラリー喫茶

フレンド・マリーン５清水屋・酒田市社協・社協支部 ほ

か市内の施設や店舗など 

ご希望の方はお名前と、
件名に「メール希望」と
記入してメール送信して
ください(^O^) 

『酒田市ボランティア・公益活動センターだより』は 
こちら↓に置かせていただいています。 

今回のボランティア・市民活動交流会は、学
生にも参加を募り、さまざまな世代の方々と
知り合い、つながる場にしたいと考えていま
す♪ 楽しみながら、皆さまの活動がさらに
発展する機会になれば嬉しいです！（藤井） 
（藤井） 
今年は、十二支の中でも一番最後の年 亥年。
調べてみると亥年には、「次の始まりに向け
て新たなエネルギーを蓄える年」という意味
があるそうです。次のステップに向け、内部
の充実をはかるよう、頑張ります！（金内） 

今年はどんな出会いがあるかわくわく♬ 
「い」ままで以上に、目「の」前の「し」ご
とを「し」っかりていねいにできる、そんな
年にしたいと思っています。「いのしし」年
もどうぞよろしくお願いいたします。（高谷） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

QR コードで簡単アドレス登録！ 
ボランティア・市民活動についての情報 
をメールで送信しています（不定期）。 

ス
タ
ッ
フ
よ
り 

 

「庄内こころ塾」による傾聴ボランティア 

～ あなたの悩みを話してみませんか？ ～ 
  
話したいこと、伝えたいこと、些細なことでも聴い

てもらうことで、心の中が整理され、さまざまな気づ

きにつながっていきます。秘密厳守・費用はかかりま

せん。お気軽にお申し込みください。 

★日時：毎月第 1日曜日 13 時～15 時 

★場所：偶数月 酒田市交流ひろば（中町 3-4-5） 

    奇数月 鶴岡市総合保健福祉センター 

にこ・ふる（鶴岡市泉町 5-30） 

★問合せ、申込先： 
（一社）日本産業カウンセラー協会 庄内こころ塾 
 ＴＥＬ：080-9259-6006（齋藤）  
メール：shonai.kokorojyuku@gmail.com 

 ※予約状況によっては、当日受付も可能です。  

 

 
「酒田男塾」 男性の居場所づくり 
 
「働く」「学ぶ」「助ける」「遊ぶ」こ

とを通じて、男性が男性として輝ける場を

一緒につくるプロジェクト『酒田男塾』の

活動がスタート！！ 

12月13日（木）に 

開催した第1回定例会 

「『徳の交わり』西郷 

と庄内」講演会には、 

多くのシニア男性が集まり、庄内に縁の深

い西郷隆盛の話に熱心に耳を傾け、講演後

の意見交換に花を咲かせていました。 

酒田男塾では、今後も定期的な講演会等

活動を予定しています。男たちのパワーを

結集し、ワクワクすることを始めてみませ

んか。ご興味がある方は、下記までお問い

合わせください。 

★問合せ：酒田男塾 齋藤健太郎 
メール blue-k@aioros.ocn.ne.jp 
携帯 090-8316-2097 
Facebook「酒田男塾」で検索♪ 

今年も 3月 11 日に東日本大震災追悼のために「8 年目のキャンドルナイト（生涯学習施設 

里仁館 主催）」が行われる予定です。 

そこで、当センターでは被災地に祈りを届けるため灯ろうの絵を募集します。 

お寄せいただいた灯ろうの絵は「8年目のキャンドルナイト」の他に、宮城県 

名取市で行われる「3.11 追悼セレモニー」にも使用します。 

絵灯ろうの絵を描く会に参加して、いっしょに絵灯ろうの絵をかきませんか？  

東日本大震災追悼のために今年も灯ろうをつくります 

日時：平成３１年 2 月 3日(日)10 時～12時 

場所：地域福祉センター 2 階 

費用：無料 ※お申込み不要です！ 

その他：お持ちの方は絵の具など 

左記日程に参加できない方は、Ｂ5 タテ向

き（四方に 1 ㎝余白をあける）の紙に絵の具、

色鉛筆などで描いた絵を当センター窓口へ直

接お持ちください。締切りは、2 月 4 日（月）

まで!! ご協力お待ちしております。 


